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1, 3 + 3 on 3　・・・　グリッド : 20m×20m (20m×30m)

rule
3色3人組
グリッド内でポゼッションする
TR-1 各チームにボール1個

パスしたら必ず動く(パス&ムーブ)
第３の動き

TR-2 2色×3人=6人組みがポゼッション、1色×3人=3人がディフェンス
ボールを失った色がティフェンスになる
パスしたら必ず意図(DFの変化や混乱を誘発)を持って動きスペースを作る(パス&ムーブ)

keyfactor
観ておく ポジショニング パス&ムーブ
ボールのリード中に観る スペースを作る、スペースを使う パスの質(精度・強弱・タイミング)
ボールに寄る 動きながらコントロールの質(方向・距離・強弱)
ギャップの共有 攻守の切り替え

organize
同色へのパスは無し 同色はダイレクトプレーのみ リターンパスは無し タッチ数制限

offense
動きながら、観ながら判断してプレー(ボール・相手・味方・スペースの変化)
パスしたら必ず意図(DFの変化や混乱を誘発)を持って動きスペースを作る(パス&ムーブ)
状況の変化に味方と連携して対応する(ポジションのバランス・スペースを作る・スペースを使う)
ギャップを常に狙う
パス・コントロール・サポートの質にこだわる
中央のポジションにピボットプレーヤー(サーバー)を配置する(厚みが増し共有するギャップの増加)
攻撃から守備への切り替え(素早くボールを奪い返しに行く→ファーストディフェンダの素早い対応)

defense
3人で連携して意図的に相手の選択肢を奪い、積極的にボールを奪いに行く
ファーストディフェンダの決定と、カバー(サポート)
守備から攻撃への切り替え(素早くポジショニングの連携を図る)

ポゼッション ～ pozesshon ～ 連続して、状況の変化を観て・判断して・連携して・技術を発揮

どんな事でも、練習というものは、『しんどい』、『おもしろくない』、『つまらない』、『などなど』、そんなものです。
それぞれの練習には、ちゃんとした目的や意味があります。適当にしたり、形だけできたり、時間だけ過ごしていてもけっして身につきません。


